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研究成果の概要（和文）：　本研究は，体育授業の「成功体験」を概念的・構造的に明らかにし，さらに学習者
が成功体験を味わうプロセスモデルを実践的に明らかにすることを目的としていた．小学校の体育授業では，学
習者に成功体験を味わせることを重視しているが，その内実については明らかにされていない．本研究は，体育
授業における学習者の成功体験を探索的に明らかにした．このことから，小学校の体育授業において，学習者に
成功体験を味わせる上で，有効な視座を提供できたといえる．

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to conceptually and structurally clarify the
 "success experience" of physical education classes, and to practically clarify a process model for 
learners to experience success.In elementary school physical education classes, emphasis is placed 
on giving learners the experience of success, but the actual nature of this experience has not yet 
been clarified.This study exploratively clarified learners' experiences of success in physical 
education classes.This study provides an effective perspective on the success experience of learners
 in elementary school physical education classes.

研究分野： 体育科教育学

キーワード： 小学校　体育授業　学習者　成功体験　内発的動機づけ　体育科教育学　スポーツ教育学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 本研究は，小学校の体育授業における学習者の成功体験について，概念的・構造的に明らかにした上で，学習
者の成功体験を味わうプロセスモデルを実践的に明らかにしようとした点で，体育科教育学領域，スポーツ教育
学領域に対する学問的意義がある．また，近年，増加傾向にある体育・スポーツ嫌いの子供の増加問題に対し
て，心理学的な視点からアプローチする可能性を与えた点で社会的意義がある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2017 年 3 月に「第 2 期スポーツ基本計画」（文部科学省，2017）が策定され，「スポーツ参画
人口」を拡大するための施策目標の 1 つとして，学校体育を通して，運動・スポーツが嫌いな子
供の割合を 16.4%から 8%に減少させることが掲げられた．しかし，運動・スポーツが嫌いな子
供の割合は，2014 年度以降年々増加傾向を示しており（スポーツ庁, 2018），抜本的な改善策が
求められている． 
笹川スポーツ財団（2017）の調査結果によれば，子供が運動・スポーツを嫌いになる理由の

58%は，運動・スポーツが苦手なことに起因するものだという．特に，体育授業では，成功体験
の有無から生じる劣等感の影響によって（Carlson, 1995），運動・スポーツに対する苦手意識を
増幅させてしまう可能性がある．そのため，これからの体育授業では，学習者の運動・スポーツ
に対する苦手意識を持たせないための学習指導が求められる． 
そこで重要となるのが，体育授業において学習者に成功体験を保障する試みである．2017 年

に告示された小学校新指導要領解説：体育編（文部科学省，2018）では，学習者が成功体験を得
やすいように課題やルールが緩和された運動を取り上げることが求められた．成功体験に関す
る記述は，全学校段階を通して史上初めての試みであった．小学校段階から成功体験を積み重ね
ることは，生涯にわたって運動・スポーツに対する愛好的な態度の形成に大きな影響を与えると
考えられる．したがって，小学校段階から成功体験を保障させていくことには大きな意味がある
といえる． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，体育授業の「成功体験」を概念的・構造的に明らかにした上で，学習者が成

功体験を味わうプロセスモデルを実践的に明らかにすることである． 
 
３．研究の方法 
まず，体育授業の「成功体験」を概念的・構造的に明らかにするために，全国の小学生を対象

に質問紙調査を行い，そのデータを分析した．また，成功体験を味わうプロセスモデルを明らか
にするために，体育授業の参与観察および，学習者への半構造化インタビューを行い，それらの
データを分析した． 
 
４．研究成果 
 研究成果としては，小学校の体育授業における学習者の成功体験と，成功体験に関わる諸概念
（体育授業への適応感，体育授業の楽しさ，体育授業の学習方略）の構造を明らかにした 4 点に
まとめることができる．なお，学習者の成功体験を味わうプロセスについては，現在国内誌に投
稿中のため，本報告書での詳細については記載しない． 
 まず，体育授業における学習者の成功体験については，運動やスポーツができるようなった体
験である「運動技能の上達」，ゲームの相手に勝つ体験である「勝利」，友だちが上手に運動やス
ポーツができた体験である「他者の成功」，他者よりも優位に立っている体験である「活躍」，仲
間との協力を通して友情が深まった体験である「絆の深まり」から構成されることが明らかとな
った．これらのことから，学習者が体育授業で多様な成功体験を得るためには，他者との関わり
合いの中で運動技能を習熟していくこと必要があるといえる． 
次に，体育授業への適応感については，他者からの信頼や受容されている感覚である「被信頼・

受容感」，授業内の課題や目標があることによって充実して取り組めている感覚である「課題・
目標の存在」，自己の運動技術が向上している感覚である「成長の実感」，仲間と協力しながら取
り組めている感覚である「仲間の存在」，体育授業中に自己を表現できている感覚である「自己
の表出」，体育授業に対する肯定的な感覚である「体育授業への親和性」から構成さることが明
らかとなった．これらは，体育の教科目標と概ね類似していることから，体育授業への適応感は，
学習者が体育の教科目標をどの程度内面化できているのかを反映していると考えられる． 
そして，体育授業の楽しさについては，学習者同士の相互作用によって感じられる「仲間との

協力」，運動に熱中して取り組むことによって得られる「運動への没入」，できなかったことがで
きるようになることによって得られる「達成感」，他者からの注目や称賛によって得られる「他
者からの承認」，運動することを通して得られる「運動の本質の体感」，学習者が意思決定を行い，
創意工夫して取り組むことによって得られる「自己裁量の行使」から構成されることが明らかと
なった．これらのことから，体育授業における楽しさは，多層性を有することが実証された．教
師は，体育の教育実践において，このような楽しさが有する多層性への理解を深め，学習者が多
様な楽しさを享受できるような学習活動を展開していくことが望まれる． 
 最後に，体育授業の学習方略については，円滑に学習を遂行するための学習規律に関わる「学
習規律の重視」，学習に対して挑戦的に取り組む「挑戦的な取り組み」，教師の指示を遵守して学
習に取り組む「教師の指示の重視」，仲間と協力して学習に取り組む「仲間との協力的な取り組
み」，思考・判断しながら学習に取り組む「思考・判断」から構成されることが明らかとなった．



そして，中学校の体育授業における学習者の学習方略に関する知見を踏まえれば，学校段階の移
行に伴ってより複雑化・高度化していくと考えられる．これらのことから，学習者が小学校の体
育授業において多彩な学習方略を使用することは，小学校の体育授業での学びを深めるだけで
なく，その後の体育授業の学び方にもつながっていくと考えられる． 
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